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デジタルアーカイブ×利活用

左：青空文庫 作品数14350、右：マンガ図書館Z 作品数5398、閲覧数1億2000万超（2017/8現在）



「ヒト・カネ・権利」の壁

• NHKアーカイブス（川口）、NHKオンデマンド：
• 前者はＴＶ・ラジオで85万番組保存（ニュース除く）
• 専従チームによる権利処理。開館11年で公開率1.1％

• 挙げられた課題：
• 過剰な権利処理コスト（経費の30％が作業のみのコスト）
• 特に、権利者の所在不明（孤児作品）、ノンメンバー

・日本脚本アーカイブズ「放送台本の作家 3104名中、1550名」

・英国図書館「保護期間中と疑われる図書 の43％」

・米国「過去の学術著作物の50％」 ⇒権利者不明



作品アーカイブ化と権利（超概略版）

○：権利者に禁止権あり＝許諾必要、△：ケースによる

著作権

（文芸・記事・漫画・
作詞作曲・美術・映
像・写真等）

著作隣接権

（演奏・演技・ダン
スなど）

著作隣接権

（音源／レコ
ード）

肖像権・プラ
イバシー等

展示公開 △（公表権） - - △

複製（電子化・
録音・録画等）

○ △（映画などワン
チャンスで消滅）

○ 公表作品な
らば×多し

上映・演奏 ○ - - △

放送・有線放送 ○ △（映画・レコード
など〃）

- △

ウェブ公開 ○ △（映画など〃） ○ △

貸与（レンタル） ○ ○ ○ △



デジタルアーカイブ振興法提案

①アーカイブ振興基本計画

②全国のデジタルアーカイブのネットワーク化
⇒ナショナル・アーカイブセンター（NDAC）

③デジタル化ラボ、字幕化ラボの設置

④各国アーカイブとの相互接続

⑤オープン化の推進：公的資金で制作・収集され
た情報資産のデジタル公開を原則化など

⑥デジタルアーキビストの育成

⑦権利処理の円滑化

⇒絶版作品、不明著作者・所有者・肖像権者



ナショナル・アーカイブ構想
2009年 国会図書館デジタル化予算に127億円、著作権法

改正でデジタル化可能に

2012年 総務省「知のデジタルアーカイブ」提言

2013年 電書議連ほか アーカイブ構想と検討

2014年 内閣知財本部タスクフォース報告書

福井「全メディアアーカイブ」私案

2017年 デジタルアーカイブ
学会、デジタルアー
カイブ推進コンソー
シアム、自民党デジ
タルアーカイブ議連
など相次ぎ発足
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権利処理コストをどう下げるか

①権利情報データベースの整備

②孤児著作物対策・裁定の事前補償金を撤廃

③入手困難作品のアーカイブ利用規定

⇒以上、「知財推進計画2016」参照（p11, 46～）

④マルチユース契約、オープン化の推進

⑤CCなどパブリック・ライセンスの活用

⑥著作権・コンテンツ契約の必修講義化



★絶版その他一般に入手困難な図書館資料は、国会図書館
がデジタル化し全国の図書館等に配信可（31条2項・3項）

※「図書館等」：公立・大学図書館、公立博物館・美術館など）

※現在142万点、全国746館参加（16/11現在）

★全国の図書館等は絶版等資料をデジタル化でき、それを国
会図書館が他の図書館等に配信可（2015/3文化審議会）

★図書館等に財団・社団設立博物館を追加（2015/7告示）

⇒全国図書館・博物館・美術館のネットワークアーカイブ可能

※予算、認知度、博物館登録率の改善で活用へ

図書館アーカイブ規定の到達点
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パブリック・ライセンスへの期待

クリエイティブ・コモンズ・
ライセンス（CC）


